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宇宙から見た東京～神奈川

宙
ちゅうかんず

瞰図

（地球観測衛星画像利用鳥
ちょうかんず

瞰図）

新井
にいだ

田 秀
しゅういち

一（学芸員）

　この図は首都圏を中心に描いた

鳥
ちょうかんず

瞰図で、生命の星・地球博物館から

東南東方向に140 km離れた海上 （千葉

県勝浦沖30 km）の上空70 km より、40 度
斜め下に俯

ふ か ん

瞰したものです。図の上半

分には関東山地から丹沢山地、箱根

火山、富士山などの山々があり、最上部

には赤石山脈 （南アルプス）や甲府盆地

も見えています。また、下半分を占める灰

色が目立つエリアは、東京から神奈川

にかけての平野や丘陵地帯です。多く

は市街地や工業地域として開発されて

いますが、台地の縁や丘陵のような傾斜

地には緑が残っています。

　空撮 （飛行機などから撮影した写真）

のように見えるかもしれませんが、アメ

リカの地球観測衛星Terraに搭載されて

いる国産の 「ASTER VNIR」センサが

観測した画像に、標高データ （基盤地図

情報10 mメッシュDEM）によって地形の

立体感を表現する演算を行ったCG
（コンピュータグラフィクス）です。宇宙

から見ているかのように俯瞰し、さらに

宇宙を飛んでいる地球観測衛星の画像

をもとに作っていることから 「宙
ちゅうかんず

瞰図」と

呼んでいます。
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図1． 今回の調査で得られた代表的なハチ ― A．ソボツチスガリ，B．ニッポンモンキジガバチ，

C．カバフドロバチ，D．ヤマトルリジガバチ，E．ミイロツメボソクモバチ，F．オデコフタオビドロバチ
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人家に暮らすハチたち

　皆さんの中には、家の庭や屋根裏に

スズメバチやアシナガバチが巣を作り、

困ったことがある方も少なくはないか

と思います。実は、巣を作るハチにとっ

て、人間が作った建物は魅力的な営巣

場所でした。そして、昔から多くのハチ

が人家などを上手に利用し、居候して

きました。例えば茅葺屋根は最高の住み

かで、太さ、環境 （日当たり、方角）の違う

様々な茅のおかげで、体の大きさや生態

の異なる多くのハチがここで暮らしていま

した。彼らは人間の住むエリアに営巣

し、周囲の森林や畑地などで餌を狩り

暮らすことから、人里に暮らすハチ、里蜂

とよばれます。彼らのごく一部 （スズメ

バチとアシナガバチ）は人間を刺します

が、その他の大多数の里蜂はおとな

しく、人を襲うことはまずありません。

　先程、「…営巣場所でした」と過去形

にしたのには、最近の建物は汚れが

付きにくく、隙間もないため、一部の

ハチを除いて巣が作れない、あるいは

作りにくいためです。かつて普通に

存在した茅葺屋根の木造建築や土壁

の建物は里山の昆虫同様に激減し、

いまでは神社や農作業用の小屋を

除き、多くは姿を消してしまいました。

そして、かつては無数にいた里蜂も、各

地で姿を消しています。その上、ハチは

チョウやトンボ、甲虫などに比べると

人気がないためか、愛好家も少なく、県内

の人家にどのようなハチがどれくらい

いたのか、資料はあまりありません。

従って、レッドリストを作成するときなど、

そのことが大きな障壁となります。

川崎市立日本民家園での調査

　昨年、筆者と博物館昆虫分野ボラン

ティアの有志は、川崎市にある川崎市立

日本民家園において、ハチを中心とし

た昆虫の調査を企画しました。当園は

神奈川県髄一の古民家、伝統的建造

物の保存施設で、20を超える伝統的

木造建築に加え、周囲にも緑地があり、

現在では姿を消した多くの里蜂が生き

残っているのではないかと考えたため

です。

　調査は月に1～2回、川崎市青少年

科学館の川島逸郎学芸員にも参加い

ただき、数名で園内を歩き、ハチを採集

して調べました。ハチの仲間は俊敏に

飛ぶ上、近似種と見た目が似た種も多い

ため、現地で種名がわからないもの

もあり、必要に応じて標本にしました。

許可なく調査できない場所であること

に加えて、人文系の興味が主な来園者

であるため、来園者から見て相当奇異

に見えたらしく、多くの方々にお声掛け

いただきました。たいていの人はハチと

聞くと怖がるのですが、詳細を説明す

ると理解していただけたようで、中には

興味を持って下さった方もいたことは、

我々にとっても収穫でした。そして、興味

深いことに、夥
おびただ

しい数のハチが人家周辺

を飛び回っているにもかかわらず、ほと

んどの方がその存在に気付かなかった

ことがわかりました。これは、言い換え

れば里蜂の多くが人畜無害な居候で

あることを示しています。

　調査の結果は驚くべきものでした。

120種を超えるハチが園内で採集でき、

そのうち100種近くが、古民家、あるい

はその周囲 （庭など）となんらかの関係

をもつハチだったのです。そして、希少

種や、他では近年見られないほどの個体

数が見られた種、最近になり分布を拡大

している種など、様々な興味深いハチ

たちが、我々の捕虫網に入りました。

その中でも希少種であり、県内からは

数カ所しか記録がなく、営巣場所の

報告がなかったソボツチスガリ （図1A）

を発見し、旧船越の舞台 （図2）に多数

営巣していることが明らかとなったこと

が最大の収穫で、調査メンバー（の一部）

古民家で暮らすハチたちを調べて 渡辺 恭平（学芸員）
　　 わたなべ　きょうへい



図2． ソボツチスガリが営巣する床下を調べる

筆者．

図3． 茅葺屋根に巣を作るオオアゴマエダテ

バチ（矢印）．

図4． 屋根裏に作られたエントツドロバチの巣．
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はうれしさのあまり、飛び跳ねて喜びま

した。その他、ニッポンモンキジガバチ

（図1B）、カバフドロバチ （図1C）、ジガ

バチモドキの仲間やマエダテバチの

仲間 （図3）など、最近はめっきり姿を

消したハチが多数見られ、日本の伝統

的な木造建築がどれだけハチたちの

生息に好適であったのか、目の当たり

にしました。また、ヤマトルリジガバチ

（図1D）やツツハナバチ、シリアゲコバチ

などの個体数は極めて多く、蚊柱のよう

に視界一面に舞うヤマトルリジガバチ

が県内で見られるとは、夢を見ている

ような気持ちになりました。本種にとっ

て日本民家園は、まちがいなく県内で

最良の生息地のひとつであると言えま

す。昔の神奈川県、あるいは日本各地

にこれだけ多数のハチがいる環境が

豊富にあったとすると、昔の昆虫学者

が里蜂を含むハチの生態について多

くの論文を書けたのもうなずけます。

そして県内各地に暮らす里蜂の多く

が、いかに危機的な状況であるかも

実感できました。

調査をしていて気づいたこと

　ハチたちは茅葺屋根、土壁の隙間、

竹筒、石垣や板切れの隙間、床下など、

様々な環境を利用して生活しています

（図2～4）が、たくさんハチがいる家と、

そうでない家があることに気が付きま

した。詳細は論文とすべくまとめている

ところですが、①屋根の縁が低い家に

ハチが多い、②日当たりがよく、乾いた

環境のある家にハチが多い、③家の前

が開けすぎており、緑地との間にス

ペースがありすぎるとハチが少ない、

④家の囲炉裏で煙を立てていても、ハチ

の生息には影響がない、といった点が

見えてきました。ハチのカウントが難

しく、時間も限られた状況のため、これ

らについて科学的に説明できるデータ

はありませんが、調査をしたメンバーの

体感として、これら4点は特筆すべき

印象でした。

　今回の調査では分布を広げていると

思われるハチも多数確認できました。

代表的なものとして、ツマアカクモバチ、

ミイロツメボソクモバチ （図1E）、オデコ

フタオビドロバチ （図1F）の3種が挙げ

られます。前2種は近年各地で見られる

ようになり、他のクモバチが環境悪化

で減少・絶滅したニッチをうまく利用し

ているのではないかと、個人的には考

えています。オデコフタオビドロバチは

2015年に新種として記載されたハチで

すが、近年になり突如日本各地で採れ

だしています。ちょうどタイワンタケクマ

バチやムネアカハラビロカマキリの

増加とタイミングが同じため、海外から

輸入された竹製品などに随伴して移入

された外来種でないかと、個人的には

考えています。本種は営巣場所が近縁

種のオオフタオビドロバチと同じため、

競合が心配されます。実際、今回の調査

ではオオフタオビドロバチの方が少

なく、今後両者のモニタリングをして

おく必要があります。

里蜂の保全のために

　木造建造物の保全は、一般的な里山

の自然保護ではほとんど注目されま

せん。これはハチも同様です。しかしな

がら、昆虫の中でも大きな一群であり、

他の生物と密接にかかわるハチの

保全も、他の生物と同様に、重要である

ことは疑いの余地がありません。現在の

里山には神社や古くからの民家など、

ごくわずかな木造建築物があるだけ

で、耐震化などで改築などをする場合、

周囲に代替となる営巣地が無い場合、

ハチは姿を消してしまいます。従って、

個々のハチの営巣場所を調査し、周囲

にそのような環境を人為的に再現する

ことで、全滅のリスクを減らす試みは

意味があるかと思います。また、都市部

では過剰な駆除も問題です。確かに

スズメバチやアシナガバチによる刺傷

を避けるために、巣の駆除はやむを得

ませんが、人がほとんど寄りつかない

植え込みのアシナガバチが駆除され

たり、すぐに殺虫剤をまいたりと、少々

やりすぎの感があります。毎年秋になる

とマスコミがスズメバチの恐ろしさを

過剰なまでに煽
あお

るため、市民が怖がる

ことも無理はないのですが、身の回りの

ハチについて正しく理解し、適切な距離

を持ってつきあうことが、ハチの保全に

おいて一番大切なことかもしれません。

謝辞

　調査に参加された当館昆虫ボラン

ティアの皆さん、川崎市青少年科学館

の川島逸郎学芸員、調査の許可など、

多くの御援助をいただいた川崎市立

日本民家園の関 悦子学芸員に感謝

申し上げます。
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地域自然史博物館のデジタルアーカイブが目指すもの 大西 亘（学芸員）
　　　　　おおにし わたる

　「自然科学のとびら」23巻3号P.18-19
（2017年9月発行）の 『地域自然史博物

館のデジタルアーカイブ- 概要-』（以下、

“前編”と呼称）において、別の機会に

紹介するとしていたデジタルアーカイブを

構築する意義、課題、展望について、ここ

に紹介します。

　前編では、自然史博物館のデジタル

アーカイブで収集される対象から、デジ

タルアーカイブを概観し、デジタルアーカ

イブでは従来文書館や図書館で扱われ

てきた文書を中心とする 「アーカイブズ」

資料だけでなく、美術品や自然史資料を

含む、広い意味での博物館資料や、研究

データといった学術情報も対象としつつ

あることを紹介しました。こうしたデジタル

アーカイブの対象資料は実際に存在する

資料を画像化したものや、採集ラベルに

書かれたデータをデジタル化したような、

「元々ある資料をデジタルデータ化した

もの」と、「デジタルデータとして記録／取得

された資料」に大別されます。自然史博物

館に限らず、一般にデジタルアーカイブ

として想定しやすいのは、前者について

かもしれません。一方、後者には、音声や

動画、あるいは可視域外のスペクトル

データや可聴域外の音波データ、生物の

DNA配列など、デジタルデータだから

こそ認識できる資料が含まれます。デジ

タルアーカイブの強みは、「元々ある資料

をデジタルデータ化したもの」と、「デジ

タルデータとして記録/ 取得された資料」

双方を対象としながら、これらの情報をそれ

ぞれの関係性で結びつけたり、結びつき

を可視化して把握できることにあります。

利用者のアクセス性の向上

　自然史博物館のデジタルアーカイブが

もたらす変革は、何より、博物館利用者に

とっての利用可能性が大きく広がることに

あります。例えば、デジタルアーカイブが

構築される際には、対象資料が目録化

され一覧できるようになります。もちろん、

目録化は紙の検索カードでも可能です

が、デジタルアーカイブとして扱われること

で、実物資料や紙の検索カードでは出来

なかったデータの検索性や参照性、デジ

タル資料間の関連付けなどが実現可能と

なります。あわせて、資料名などを具体的

に知らなくても、キーワードなどから目的と

なるものを探し出し、その内容や関連

情報を参照出来ることもデジタルアーカイ

ブの強みです。誰もが利用できるサービス

として、文化庁の運営するポータルサイト

「文化遺産オンライン」（http://bunka.nii.
ac.jp/ ）では、全国の参加機関の所蔵する

文化遺産を横断的に検索することがで

き、収蔵機関名や関連情報を参照する

ことが出来ます。広い意味の博物館として

は、公益社団法人日本動物園水族館

協会（JAZA）が提供する「飼育動物検索」

（http://www.jaza.jp/animals/zukan.php ）も
近い例かもしれません。ここでは加盟する

全国の動物園・水族館の飼育動物を横

断検索することができ、例えば “ラッコ”

が見られるのはどの施設か、を利用者

が知ることが出来ます。また、博物館の

事例ではありませんが、「日本にあるすべ

ての本をあたりまえに探せるようにする」と

いう目標を掲げる図書館蔵書のインター

ネット検索サービス 「カーリル」（株式会社

カーリル https://calil.jp/ ) は、利用者のアク

セス性向上を目指すデジタルアーカイブ

の一つの方向性として、図書館でも、出版

社でもない民間事業者が提供している

点も含め、興味深い事例と言えます。

　さらに、デジタルアーカイブをインター

ネットで公開することで、世界中の人々が

その情報を利用できるようになります。この

ことは、例えば資料を収蔵している博物館

へ、開館日の開館時間中に出向かなけれ

ば利用できないという従来の博物館では

当たり前だった地理空間的・時間的制約

を超えることに繋がります。生命の星・地球

博物館の生物系標本の多くは、国際的

な標本情報データベースである地球規

模生物多様性情報機構 （GBIF）(https://
www.gbif.org/ ) への登録と公開を実施

しており、実際にこれらのデータベースを

参照した世界中の研究者から標本の

問い合わせがあります。資料の目録化と

公開による検索性と参照性の付与、地理

空間的・時間的障壁の消滅といった

「利用者のアクセス性」の向上は、デジ

タルアーカイブが博物館へもたらす最も

大きな変革と言えるでしょう。

オープンサイエンスを導く、デジタル

アーカイブの役割

　近年、世界的に進められている取り

組みに 「オープンサイエンス」という概念

があります。オープンサイエンスは、イン

ターネットを通じて科学研究の成果や

方法論といったデータと知識を積極的に

公開・共有し、科学と社会の発展に資する

取り組みです。その基礎となっている考え

は、「全ての人のための科学 （= "Science 
for all"）」です。すなわち、科学とは専門家

である職業科学者だけのものではなく、

科学に関心を持つ全ての人に開かれて

いる、という考え方です。自然史博物館に

おけるデジタルアーカイブの話題でオー

プンサイエンスの概念を持ち出すのは、

デジタルアーカイブが、自然史博物館に

おいてオープンサイエンスを推進する

原動力の一つでもあるためです。

　多くの地域自然史博物館では、以前

からオープンサイエンスと同じような考え

方に基づく活動が続けられてきました。具

体的には、博物館ボランティアや地域住

民、あるいは研究者を含む様々な利用者

とともに、地域にまつわる自然史資料を

「集めて」「調べて」「発信する」といった活

動です。博物館のデジタルアーカイブは、

博物館のこうした活動を踏まえ、その延長

線上に構築されます。まず利用者のアク

セス性が向上することによって、利用の

形態や利用者の範囲が広がることが期待

されます。例えば、デジタルアーカイブの

有無に関わらず、実物資料そのものの

取り扱いには一定の知識や技術が求めら

れますが、資料の画像や採集記録、計測

情報や研究成果などの関連情報といっ

た、実物資料に付随する情報に対して

は、デジタルアーカイブの仕組みを通じ

て、誰もがアクセスできるようになります。

また、資料に関する新たな発見や研究

成果を共有し、積み上げる活動が、デジ

タルアーカイブを基盤とした上で実現で

きるようになることで、時間や場所、参加



図1． オープンサイエンスにおける,さまざまな“科学”のイメージと博物館の役割. 博物館のデジタルアーカイブは,博物館資料と,それを巡る活動（青色の

点線の内側）へのアクセスを容易にし,オープンサイエンスにおける博物館の社会的役割を可視化することが期待される. なお,図中には境界線を描いた

が,オープンサイエンスの概念において,本質的に境界は存在しない.
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する立場などの制約に縛られないオー

プンサイエンスの活動の広がりが期待さ

れます。同時に、デジタルアーカイブを通

じた様々な利用の拡がりを記録すること

で、オープンサイエンスにおける博物館の

社会的役割を可視化することも期待され

ます （図１）。

地域自然史博物館のデジタルアーカ

イブに期待される役割

　オープンサイエンスの概念を基礎として

考えると、地域自然史博物館のデジタル

アーカイブが目指すべき方向性は自ずと

見えてくるように思います。単にデジタル

アーカイブへ資料を登録するだけでなく、

収集した資料に関する情報を、インター

ネットを通じて公開共有し、誰でも利用

可能にする必要があります。また、その際

には、ただ文字や画像を公開するのでは

なく、データの検索性や参照性を備えて

いることが望ましいでしょう。このためには

自然史博物館のデジタルアーカイブ内、

あるいはインターネットを通じた他のデジ

タルアーカイブの情報との関連付けなど

もなされている必要があります。また、専門

家ではない多くの利用者にとっては、そこ

に情報が散在していればよいのではなく、

ある程度体系化された知識としての提供

づく発信の場となる点にあるように思いま

す。コミュニケーションの元となる資料や

データへのアクセス性を向上させるデジ

タルアーカイブは、そのための基盤と言

えるかもしれません。

　オープンサイエンスを指向したデジタル

アーカイブを備えるとき、地域自然史博物

館は、地域にまつわる自然史資料を 「集

めて」「調べて」「発信する」活動を、利用

者とともに継続する中で、また新たな社会

的役割を果たすことになるでしょう。
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が望まれることでしょう。

　同時に、デジタルアーカイブと、博物館

が蓄積してきた 「実物資料」や 「実際の

活動」を結び付ける役割も忘れてはなりま

せん。デジタルアーカイブで扱うデジタル

のデータは、著作権や管理手法が整理さ

れていれば、博物館以外の様々な機関

からも発信が可能です。一方、そのデータ

の元となる実物の博物館資料が存在

する場合、デジタルアーカイブを経由して

辿り着いた利用者によるオリジナルの

資料を参照・利用する要望に応えたり、

オリジナルの資料を元とした、新たな情報

発信がしやすいのは、オリジナルの資料

を収蔵する博物館です。そして、デジタル

アーカイブを経てやってきた利用者と、博

物館の持つオリジナル資料を引き合わ

せることこそ、デジタルアーカイブを備える

博物館の役割と言えるでしょう。

　ここまで、デジタルアーカイブがもたら

す、博物館資料への利用者のアクセス性

の向上、そしてオープンサイエンスの視点

において、情報集積・発信拠点として博

物館に期待される社会的役割を説明しま

した。ただ、これらが充実した将来の博物

館像を想像すると、オープンサイエンスを

指向した博物館の本質的な役割は、様々

な立場の利用者のコミュニケーションに基



図1． ダウンサイズ前の冷凍検体の山.

図2． 修理後のきれいな冷凍庫,積み上げられ

ていた冷凍検体はコンパクトにまとまりました.
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大型冷凍庫リニューアル ～「大整理」から得た指針とは？～
ひろたに　　ひ ろ こ

広谷 浩子（学芸員）

標本をつくり続けるために

　当館の大型冷凍庫は広さ1.2坪ほどの

プレハブ型冷凍庫で、-20℃以下に保た

れた庫内には、魚類、無脊椎動物から、

菌類、哺乳類まで、さまざまな標本資料が

入っています。開館から20年以上も使い

込んだ冷凍庫は、近年不調になることが

多かったのですが、昨年夏には、完全に

運転停止状態となりました。いったん解凍

されると、色・筋肉の形・DNAなどの分子

データなどが採取できなくなります。庫内

温度をなんとか零下に保ちながら部品を

交換して急場をしのぎました。しかし、この

ままだと、いつ運転停止になるかわかりま

せん。この窮状について博物館から強く

訴えた結果、修理することが決まりました。

検体の選別を始める

　修理のためには、冷凍庫の中の検体を

すべて出さなければなりません。魚類、無

脊椎動物、菌類の移動先をそれぞれの

担当学芸員に確保していただいた後に、

哺乳類・鳥類・両生爬虫類の引っ越しを

始めました。修理期間中、2トンの保冷車

を借りて動かすことになりましたが、庫内の

容積は最大でも8.8㎥。冷凍庫の天井まで

うず高く積みあがっている冷凍物が全部

入らないことは明白でした。冷凍庫全体の

4割以上を占めている哺乳類分野が先行

して検体の取捨選択作業を始めました。

20年の活動で標本化できなかったもの

が、果たしてすべて整理できるのかという

不安を抱えたまま、年末を迎えました。

ダウンサイズ作戦

　年明けより、鳥類担当の加藤学芸員と

2人で本格的な作業を始めました。体が

ピンとのびた検体は取扱いが不便で、総

量の把握もしにくいです。加藤学芸員の

アイデアで、検体をいったん解凍し、できる

かぎり小さくまとめ、同規格の段ボールに

入れなおすことにしました。哺乳類は重い

ので、重量物用の分厚い段ボールも用意

しました。血や脂が染み出たポリ袋を開

けると小さな検体が一つしか入っていな

かったり、油性マジックで書いた採集データ

が消えかかっていたりしました。データが

消えないように注意しながら新ラベルをい

れて、サイズのあった新しい袋に入れ替え

ました。箱は番号をつけて、動物の種類・

状態、使用目的、緊急性を書いたラベル

を貼りました。

　この作業がまるまる 1週間。冷凍庫から

出して山積みになった検体を前に、途方

にくれましたが、引っ越しの日が迫ってい

ます。黙々と箱詰めをしました。アクセスし

にくかった奥の棚からは、サル類や動物

園由来の珍しい動物が出てきました。剥

製や骨格だけでなく、比較研究用の検体

としても活用できそうです。

　激励かたがた作業の様子を見に来た

職員からは、「なんか大変だけど楽しそ

う！！」と言われました。疲労がピークで変

な高揚感もありましたが、袋をあけてさま

ざまな動物を見ることも楽しく、にんまり

していたかもしれません。

ブラックホールが消えた！？

　検体を詰め込んだ段ボールは、合計100
個となりました。哺乳類56、鳥類39、両生爬

虫類5という内訳です。そのほか箱に入り

きらなかった不定形のものが20体ほど

ありました。保冷車が到着し、加藤学芸員

の指揮のもと、松本学芸員・鈴木学芸員と

共にひたすら運びだし、詰め込みました。

　検体が運びだされたあとの冷凍庫は、

ずいぶん小さく見えました。切り崩す前に

は、無限のように思っていた冷凍物の奥

のブラックホールは完全になくなりました。

次は新体制に向けた準備です。

新しい冷凍庫はどうする？

　修理は4日間で終了し、中の棚類を解体

し、錆びついた床をすべてきれいにしま

した。保冷車から冷凍庫への引っ越しも

1時間ほどで終了。規格化された箱の

おかげです。

　きれいな冷凍庫を前に、「もうあんな状態

にはしないから ・ ・ ・」と、心に誓いました。

新しい冷凍庫の配置案をつくり、冷凍庫

の両脇に棚を置き、分野ごとに検体を入

れることにしました。不定形の検体につい

ては、専用の置き場を確保しました。一番

重要なのは、平置きにする共用の部分の

使い方です。緊急に大量の冷凍物を入

れる場所として、できる限り空間を確保し

ておきたいと思います。共用部分に置く

検体は、ただ積み上げるのではなく、キャ

スターをつけて可動性をもたせ、デッドス

ペースを作らないようにします。「平置きに

冷凍物を置く場合は期限つきとする。冷

凍物には中身と責任者と処理期限を明

示して学芸員に周知する。」などのルール

作りを現在検討中です。動物グループが

中心になって体制を整備していきたいと

思います。

　今回の整理により、標本化作業のどこが

遅れているのか、各分野で明らかになった

ことは、大きな収穫でした。冷凍庫に限らず、

日頃より自分の管理する標本資料を整理

していれば、長期的視点でコレクションの

管理計画を作ることもできます。哺乳類で

は、皮処理が遅れて、冷凍物全体の30％
にもなっていました。早急に処理方法と

目標処理数を検討する必要があります。

最後に ・ ・ ・

　今回の作業全般にわたり、動物グルー

プの加藤学芸員、鈴木学芸員、松本学芸

員から多くのアイデアと体力支援をもらい

ました。哺乳類・鳥類ボランティアの皆さん

から、さらに一層の温かいご協力をいただ

きました。深く感謝します。



図1． レインボーアンモナイト　その1.
　　　（撮影 中村 淳）．

図2． レインボーアンモナイト　その2. （撮影 中村 淳）．

縫合線

殻
（真珠層露出）

殻
（未剖出）

  泥岩
（殻の中に詰まった泥または
　標本修復によるもの）

うっすら透ける
縫合線

図3． レインボーアンモナイトのスケッチ．
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展示シリーズ 21　レインボーアンモナイト
　たぐち　　き み の り

田口 公則（学芸員）

　化石といえば 「アンモナイト」や 「恐竜」

を連想する方が多いように思います。

なぜアンモナイトは人気が高いのでしょ

う？ きちんとデータを集めたことはありま

せんが、そのぐるりと巻いた曲線美の魅

力が大きいと思います。このことを大学生

に話したら、「中生代を代表する化石は、

アンモナイトと恐竜と理科で覚えるから

皆が知っているのでは」と冷静な見解を

頂戴したことがあります。とにかく、展示に

きれいなアンモナイトがあれば 「アンモ

ナイトすげー」となること、受け合いです。

久しぶりの展示シリーズとなる本稿では、

展示室のアンモナイトの中でも、ひときわ

美しい輝きをはなつ “レインボーアンモ

ナイト”に注目してみましょう。

レインボーアンモナイトは２つ！

　博物館の 「地球展示室」で、古生代の

三葉虫やウミサソリなどの展示につづく

標本が、虹色に輝くアンモナイト （スフェ

ノディスクス・レンティクラリスSphenodiscus 
lenticularis）です （図1）。以前のラベルには

“レインボーアンモナイト”とその愛称を記

していました。ひとかかえある泥岩ブロッ

クにアンモナイトがはまっています。ちょう

どガラスケースの両面から化石を見ます

ので、うっかり 「アンモナイトは1つ」と思

われる方も多いようです。が、よく見ると岩

の表裏にそれぞれアンモナイトが見えて

います （図１、図２）。

　ラベルには、時代 ：中生代白亜紀後期

（7000万年前）、産地：アメリカ合衆国サウ

スダコタ州フォックスヒルズ層とあります。

虹色キラキラ構造色

　レインボーアンモナイトの虹色の輝き

を、一言で説明するならば 「真珠と同じ

反射光」です。サザエやアワビの貝殻の

内面の真珠光沢と同じです。主に炭酸

カルシウムから成る貝殻は、その結晶構

造の違いによって、アラレ石や方解石に

なったりします。なかでもアワビなど一部

の貝は、アラレ石に近い結晶構造と有機

物などが多層膜となり真珠層を作り出し

ています。この真珠層が表面に出ている

と、真珠層の中で反射した光が干渉し、

構造色である虹色の輝きが生まれるわけ

です。じつはアンモナイトも、主に外層・

中層・内層に分かれる殻の中層に、真珠

層を持つことがわかっています。アワビや

サザエの殻の外側をヤスリで磨くと内側

の真珠層を露出できます。同じようにアン

モナイト殻の表面を磨き、真珠層を表面

に露出させることで、レインボーアンモナ

イトのような状態となるのです。カナダ・ア

ルバート州では、構造色の美しい紅色の

アンモナイトが知られ、「アンモライト」と

いう名で宝石として扱われています。

菊石の模様 ： 縫
ほうごうせん

合線

　アンモナイトは、菊の葉のような模様を

持つことから、別名「菊石」とも呼ばれます。

この模様の訳を知るには、殻の作りの理

解が必要です。アンモナイトの殻内部は、

隔壁という仕切りで、いくつもの部屋 （気

室）に区切られています。殻表面をはぎ

取ると、外側の殻と隔壁が接合する部分

が線となって見えてきます。これが菊葉

模様の正体で、縫合線と呼び、時代が進む

とともにより複雑な縫合線を持つアンモナ

イトが出現する傾向が知られています。

　展示室のレインボーアンモナイトにも縫合

線が見えているかな？ と観察してみま

した。殻が剥がれた （削りすぎた？）部分

に白色の曲線がありました （図3）。その形

は、Sphenodiscus属の縫合線と一致しま

す。どうやらラベルの名前に間違いはなさ

そうです。

　さらにもう一つ、縫合線をうっすらと映し

出している部分を見つけました。下層の模様

を透かすような殻の仕組み （透過しやすい

方解石など）があるのかもしれませんね。
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催 し 物 の ご 案 内

平成29年度 子ども自然科学作品展
開催期間／3月17日（土）～5月6日（日）

観 覧 料／無料（常設展は有料）

　小田原市などの県西地区の公立小･中学生の皆さんに

よる､日頃からの調査・研究の成果、作品を展示します｡たく

さんの力作を、ご家族やご友人をさそって見にきません

か。

子ども向けワークショップ「よろずスタジオ」
開催時間／毎週日曜日 13:00～15:00
申込方法／当日受付

　毎週第１日曜日は「恐竜の折り紙ひろば」、それ以外の

日曜日は、実験や観察、工作を通じて、自然科学を身近

に感じることができる体験型イベントを開催しています。

※第３日曜日は友の会と共催

●「春の里山の植物」［横浜市（円海山）］
　 日時／4月14日（土） 10:00～15:00
　 対象／小学1年生～成人　40人 ※小学生は保護者参加必須
　 申込締切／3月27日（火）

●「植物図鑑の使い方（春の花編）～気になる花しらべ～」［博物館］
　 日時／4月21日（土） 10:00～15:00
　 対象／小学4年生～成人　30人
　 申込締切／4月3日（火）

●「昆虫採集連続講座～めざせ昆虫博士～」
　 ［博物館および小田原市内の緑地］
　 日時／4月22日（日）・5月6日（日）・5月27日（日）・6月24日（日）・
　 　 　 　 9月23日（日・祝）・10月14日（日）・12月16日（日）・
　 　 　 　 2019年2月24日（日） 10:00～15:30 ※全8回の講座です。
　 対象／小学5年生～高校生　10人
　 　 　 　 ※保護者は初回のみ参加可能
　 申込締切／4月3日（火）

●「春の地形地質観察会～秦野盆地をめぐって～」［秦野市（秦野盆地）］
　 日時／5月3日（木・祝） 10:00～15:00
　 対象／小学4年生～成人　30人
　 申込締切／4月10日（火）

●「おやこで貝がらを知ろう」［博物館］
　 日時／5月5日（土・祝） ①10:00～12:00  ②13:00～15:00
　 　 　 　 ※①と②は同じ内容です。
　 対象／小学1～6年生　各20人 ※保護者参加必須
　 申込締切／4月10日（火）

●「オタマジャクシを顕微鏡で観察してみよう」［博物館］
　 日時／5月13日（日） 10:00～12:00
　 対象／小学1年生～成人　15人
　 申込締切／4月24日（火）

●「磯の生きものウォッチング」①５月実施 ②６月実施［真鶴町（三ツ石海岸）］
　 日時／①5月19日（土） ②6月2日（土） 各10:00～15:30
　 対象／小学1～6年生　各40人 ※保護者参加必須
　 申込締切／①5月1日（火） ②5月15日（火）

●「昆虫観察会」［県西部緑地］
　 日時／5月20日（日） 10:00～15:00
　 対象／小学4年生～成人　20人 ※小学４～６年生は保護者参加必須
　 申込締切／5月1日（火）

●「化石講座～ゾウ化石を調べよう～」［博物館］
　 日時／5月20日（日）・7月15日（日）・9月16日（日）・11月25日（日）・
　 　 　 　 2019年1月13日（日） 10:00～16:00 ※全5回の講座です。
　 対象／中学生～成人　10人
　 申込締切／5月1日（火）

●「ノジュール割りに挑戦～ボリビア産の化石を調べよう～」［博物館］
　 日時／5月26日（土） 13:00～15:30
　 対象／小学4年生～高校生　18人 ※小学４～６年生は保護者参加必須
　 申込締切／5月8日（火）

●「博物館の展示解説を作ってみよう～能動的に展示を楽しむ～」［博物館］
　 日時／7月7日（土） 10:00～15:30
　 対象／学生、成人　10人
　 申込締切／6月5日（火）

　ライブラリー通信　楽しいきのこの世界 小
こばやし  みずほ

林 瑞穂 （司書）　

　きのこといえば秋というイメージがありますが、実は春に生えるという種類も少なく

ありません。きのこは菌類なので、基本的には涼しくて湿度の高い場所を好みますから、

春や秋は過ごしやすい季節なのでしょう。

　植物が種を飛ばすように、きのこも胞子を飛ばし、子孫を増やします。地中には根や

茎にあたる菌糸が伸びていて、落ち葉や枯れ木、動物のフン、死骸などを分解して

栄養にしています。私たちが普段きのこと呼んでいる部分は、子実体といって、植物で

言うと花のようなものです。お店にはブナシメジやシイタケ、エリンギにマイタケなど

いろいろな種類のきのこが並んでいますが、よく見かけるのは、地味な色合いをしたもの

がほとんどです。しかし、きのこの中には普段見ている姿からは想像もつかない、

「これ本当にきのこなの？」と言いたくなるような、おもしろいものがたくさんあること

をご存知でしょうか。例えば、レースのような傘を持つもの、カニのツメ形のもの、ジャガ

イモにそっくりなものなど、個性的な形をしたきのこがたくさんあります。形状だけで

なく色彩も豊かで、赤や黄色、紫、ピンクに青、さらには暗いところで発光するものまで

あり、とても色鮮やかです。

　きのこの本には、楽しいきのこの世界の魅力が詰まっています。ライブラリーにも、きのこ

の本がたくさんありますので、お気に入りの一冊を見つけてみるのも楽しいかもしれま

せん。

〔催し物への参加について〕
　講座名・開催日・代表者の住所・電話番号・

申込者全員の氏名・年齢 （新学年）を明記の

上、往復はがきにて郵送 （締切日必着）、また

は博物館ウェブサイト （申込フォーム）からお

申込ください。応募者多数の場合は抽選となり

ます。抽選で落選した方に対し、キャンセル

待ちの対応を行います。ご希望の方は、お申込

時に、その旨をご記入ください。参加費は無料

ですが、講座により傷害保険（1日50円／1人）

への加入をお願いすることがあります｡

問合わせ先　企画情報部 企画普及課

生命の星

自然科学のとびら

第 24 巻 1 号 （通巻 90 号）
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